
太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
大
日
本
帝
国
憲
法
の
制
定
・
公
布
に
先

立
つ
明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
４
月
、
市

制
・
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
４
月
か

ら
各
地
域
で
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
、
行
政
に
か
か
る
過
度
の
負
担
を
軽
減

し
、
か
つ
町
村
有
財
産
の
運
用
で
の
財
政

維
持
を
理
想
と
す
る
「
不
要
公
課
町
村
」

を
目
指
し
た
町
村
合
併
が
行
わ
れ
、
全
国

で
新
し
い
行
政
区
画
が
編
成
さ
れ
ま
し

た
。

　
太
宰
府
地
域
で
も
合
併
が
行
わ
れ
、
太

宰
府
村
と
水
城
村
が
成
立
し
ま
す
。
こ
の

時
に
起
こ
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の

村
々
の
連
合
を
引
き
継
ぐ
形
で
明
治
10
年

代
に
置
か
れ
た
行
政
単
位
「
分
画
」
の
解

体
と
再
編
で
し
た
。
太
宰
府
分
画
は
そ
の

ま
ま
太
宰
府
村
に
な
り
ま
す
が
、
坂
本
分

画
と
共
に
水
城
村
を
形
成
す
る
こ
と
に
な

る
向
佐
野
分
画
は
二
分
さ
れ
て
、
一
部

（
下
大
利
・
上
大
利
・
牛
頸
）
は
筒
井
分

画
と
一
緒
に
大
野
村
（
現
在
の
大
野
城

市
）
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
合
併
案
は
県
が
作
成
し
、
郡

長
を
通
し
て
分
画
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
戸
長

に
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

案
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
画
や
村
々
が
異

議
を
申
し
立
て
ま
し
た
。
特
に
向
佐
野
分

画
は
単
独
で
一
村
と
な
る
こ
と
を
主
張
、

い
っ
ぽ
う
筒
井
分
画
は
土
木
費
の
負
担
問

題
を
理
由
に
こ
れ
に
反
対
し
、
県
知
事
に

上
申
や
請
願
を
行
っ
て
い
ま
す
（
『
大
野

城
市
史
　
下
巻
』
『
太
宰
府
市
史
　
通
史

編
Ⅲ
』
）
。

　
最
終
的
に
は
筒
井
分
画
の
言
い
分
が
認

め
ら
れ
、
向
佐
野
分
画
の
意
見
は
退
け
ら

れ
ま
す
が
、
向
佐
野
分
画
の
請
願
書
を
見

る
と
、
生
活
文
化
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に

よ
る
合
併
の
拒
絶
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
「
乙
金
・
白
木
原
は
除
く
が
、

筒
井
分
画
に
は
郡
役
所
（
雑
餉
隈
）
や
県

道
の
要
地
が
あ
り
風
俗
が
派
手
で
あ
る
。

絹
の
着
物
を
着
て
、
近
隣
に
行
く
に
も
車

馬
を
使
い
、
農
作
業
に
は
下
駄
を
は
き
、

雨
に
は
毛
布
を
纏
っ
て
コ
ウ
モ
リ
傘
を
使

う
。
坂
本
分
画
も
し
か
り
。
い
っ
ぽ
う

我
々
は
、
終
日
農
作
業
に
勤
し
み
、
雨
の

日
に
は
蓑
笠
・
草
鞋
草
履
を
着
け
る

（
『
太
宰
府
市
史
　
近
現
代
資
料
編
』
）
」
。

　
交
通
の
要
衝
で
あ
る
繁
華
な
地
域
と
は

相
容
れ
な
い
、
と
す
る
農
村
地
域
同
士
の

シ
ン
パ
シ
ー
も
大
い
に
影
響
し
、
合
併
は

紛
糾
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
藤
田
　
理
子

明
治
の
大
合
併
と

　揺
れ
る
太
宰
府
地
域
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ふ

よ
う
こ
う

か
ち
ょ
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そ
ん

ま
と

み
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さ
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わ
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こ
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ょ
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こ
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令和6年
３月生まれ おめでとう11さいHappy 1st birthday! 

誕生月の前々月15日まで、電話または
市ホームページで受け付けています。
（例）誕生日が令和6年5月の人は、3月15日までに応募してください。
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応募方法

にこにこ通信
親子でスキンシップを楽しもう！

　親子でコミュニケーションをとりながら、楽しむ「ふれあい遊び」。親子のスキンシップの時間が自
然と増えていきます。スキンシップを通して、子どもは安心感を持つので、親子の愛着関係を育んで絆
を深めることができます。ふれあうことで、子どもは身体を動かす楽しさも知ることができます。親に
とっても、ストレス解消効果があります。
　ふれあい遊びのＣＤや動画がありますが、正確にそのとおりにしなければいけないわけではありませ
ん。親子で楽しむことが大前提です。子どもの反応を見ながら、楽しみましょう。

子育て支援センターでも、広場や出前保育などでふれあ
い遊びをしています。一緒に楽しみましょう。

子育て支援センター
うめっこテラス保育士

久家 樹ちゃん

く　 が いつき

22日

近藤 十叶ちゃん

こん どう と　 と

30日

井 結穂ちゃん

い ゆ　 ほ

17日

いし もと

石本 菜のかちゃん

26日

な なる　み

鳴海 絃花ちゃん

12日

いと  か

伊藝 礼ちゃん

い  げい れい

27日

八木 優美花ちゃん

や   ぎ ゆ 　み 　か

18日

荒木 瀬央ちゃん

あら　き せ　 お

３日

吉永 寿々ちゃん

よし なが す　 ず

29日

三笠 優奈ちゃん

み  かさ ゆん  な

15日

宮崎 和果ちゃん

みや ざき わ　 か

８日

たか　き

髙木 二葉ちゃん

１日

ふた　ば さ　 さ 　き 

佐々木 紘弥ちゃん

５日

こう  や

あなたの子育てを応援します

ふれあい遊びの一例を紹介します。

・いないいないばあ
・いっぽん橋こちょこちょ
・きゅうりができた
・バスにのって　　　　　　など




